
　船橋市前貝塚町の金子敬義さんは、小さなころから跡を継ぐと決め、農業大学校卒業後す
ぐ就農しました。お父様と共に４月から７月にかけてトマトを、９月から３月にかけて小松
菜を栽培しています。

詳しくは16ページをご覧ください
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【我孫子市へ米を寄贈】
当JAは、新型コロナウイルス感染症の影

響を受けている家庭を支援するため、我孫子
市へ市産コシヒカリ１トンを寄贈しました。

２月10日に我孫子市役所で行われた寄贈
式では、青木進組合長が星野順一郎市長へ目
録を手渡し、星野市長から感謝状が贈られま
した。青木組合長は「市内の子ども達や困っ
ている方々の役に立ててほしい」と話しまし
た。

贈った米は市内の保育園のほか、「我孫子市
子ども食堂ネットワーク」を通じて子ども食堂で活用される予定です。

【柏市へ米粉を寄贈】
当JAとJAいちかわは、柏市へ市産

の米で作った米粉各100㎏を寄贈し
ました。

１月25日に柏市役所で行われた寄
贈式には、当JAから青木進組合長、山
村勝則常務理事、JAいちかわから今
野博之理事長、中村宏常務理事が出席。
寄贈にあたり、太田和美市長は「子ど
も達には市内産の農産物を食べて育っ
て欲しい。引き続きご協力をお願いし
たい」と話しました。

贈った米粉は、市内67校の小中学校でシチューや蒸しパンなどの給食メニューで活用され
ます。

【船橋市へ米を寄贈】
当JAは、船橋市へ野田市産黒酢米１トン

を寄贈しました。
２月17日に船橋市役所で行われた寄贈式

では、青木進組合長が松戸徹市長へ目録を手
渡し、松戸市長から感謝状が贈られました。
松戸市長は「米は毎日の生活の基盤となるも
ので、社会を支える大きな力となります」と
話しました。

贈った米は『ＮＰＯ法人フードバンクふな
ばし』を通じて、食の支援を必要とするひと
り親家庭や、生活に困窮している家庭が利用する『子ども食堂』に届けられる予定です。

各市へ寄贈─JA

トピックス

左から　山村常務、青木組合長、太田柏市長、今野理事長、中村常務

左から　青木組合長、松戸船橋市長左から　青木組合長、松戸船橋市長

左から　青木組合長、星野我孫子市長左から　青木組合長、星野我孫子市長
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JA ちば東葛年金友の会は２月
25日、本店３階会議室で抽選会を
行いました。新型コロナウイルス
感染症拡大により、総会やイベン
トなどの中止が余儀なくされるな
か、少しでも会員の皆さんに還元
すべく行われました。

抽選会には、野田地区年金友の
会 小暮博会長、柏・我孫子地区年
金友の会 伊原清会長、青木進組合
長が出席。木下宏之専務、大塚幸夫
常務、田村正幸監事が立ち合い、小
暮会長、伊原会長、青木組合長によ
り抽選が行われました。

今回は感染リスクを減らすため、くじ引き方式ではなくパソコンを使用した抽選方法を初め
て採用しました。

なお、当選番号については、各支店窓口および当組合ホームページにてご確認下さい。賞品の
お届けは、３月中旬を予定しています。

柏地区青色申告部会は１月18日、柏支店２階会議室で第36回通常総会を開催しました。ま
た、野田地区青色申告部会は１月25日、野田地区経済センターで第37回通常総会を開催しま
した。今般の両総会は、新型コロナウイルス感染対策の為、書面による決議が行われ、議案はす
べて承認されました。これにより柏地区青色申告部会の総会では、部会長に髙橋新一氏が、副部
会長に木村祐一氏が選任され、野田地区青色申告部会では遠藤徹也部会長、宇佐見稔久副部会
長、染谷紀雄副部会長が再任されました。

トピックス

キャラクターと共に
左から　青木組合長、伊原会長、小暮会長

挨拶する染谷透（前）柏地区青色申告部会長 挨拶する遠藤徹也野田地区青色申告部会長

抽選会を行いました─JAちば東葛年金友の会

通常総会を開催しました─柏地区青色申告部会、野田地区青色申告部会
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西船地区女性部は１月７日から２月14日にかけ、同地
区多目的ホール調理室で計62名の方が味噌󠄀作りを行い、
約1,428㎏を仕込みました。

また、野田地区女性部は１月17日から２月14日にか
けて計40名が参加し、同地区多目的ホール調理室で味噌󠄀
作りを行い、約248㎏を仕込みました。

米を蒸かしてから
冷ましたのちに麹菌

を混ぜる「米麹作り」や、米麹と煮た大豆を合わせる作業
を行いました。両地区で丁寧に仕込まれた味噌󠄀は、じっく
りと寝かせて夏の終わりに天地返しを行い、秋口に出来上
がる予定です。

なお、野田地区は４月いっぱいまで、女性部以外の組合
員向け味噌󠄀作りが引き続き行われます。

１月14日、野田地区女性部各支部の役員
５名が、野田地区多目的ホール調理室の使用
前準備を行いました。

12月にオープンした多目的ホール調理室
の本格的な使用を前に、鍋や計量器など調理
器具の整理・収納をしました。更に、使用さ
れる多くの皆さんに気持ちよく使ってもらう
ため、清掃も入念に行いました。

この調理室は女性部のほか、地域の方にも
開放しているため、役員の皆さんは相談しな
がら様々な方の使い勝手を考えながら配置を行いました。

２月16日、藤木しんや参議院議員が当JA
本店を訪れ、青木進組合長と意見交換を行い
ました。

青木組合長が管内の現状や生産者が置かれ
ている状況などを話した上で、要望を伝えま
した。藤木議員からは、農業を取り巻く全国
的な動向や農協の在り方など様々な話があり
ました。

藤木議員は専業農家出身の唯一の議員とし
て、農業の未来のために生産者の声に耳を傾
け、国政に届ける活動をしています。

トピックス

味噌づくりが始まりました─西船地区女性部、野田地区女性部

使い勝手を考えながら─野田地区女性部

意見交換をしました─JA

麹菌を混ぜる作業（西船地区）麹菌を混ぜる作業（西船地区）

大豆を冷ます作業（野田地区）大豆を冷ます作業（野田地区）
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営農情報

※種籾の消毒について農薬使用以外に温湯消毒方法もあります。
　温湯消毒方法の詳細につきましては、各経済センターへお問合わせ下さい。

【種籾の消毒時の注意点について】
～良質な米づくりをするために～

柏地区経済センター　　　　　田島　大

２．種子消毒の方法
（使用消毒剤）
　○ヘルシードＴフロアブル
　○テクリードＣフロアブル
（希釈倍率）　200倍
（浸漬時間）　24時間
（種子消毒時のポイント）
　・種子１kgに対して薬液２Ｌを用意し浸漬する。
　・浸漬時の水温は10～15℃を目安に実施する。
　　極端な低温や高温は薬剤の効果不足・薬害と相まって発芽不良になりやすい。
　・種子袋はゆすりながら薬液に浸す。浸漬中に種子を２、３回撹拌する。
　・�消毒後は、半日～１日程度陰干し（風乾）し薬剤付着率を高める。（ヘルシードＴフロ
アブルは必ず）

イネばか苗病や細菌性の苗立枯細菌病など、種子伝染性の病害の発生を防ぐために
は、薬剤による種子消毒を中心とした対策が必要不可欠のため、しっかりと対策を実
施しましょう。

１．種子伝染性病害
　種子伝染性病害とは種籾の周りや内部に侵入した病原菌が育苗箱中に発生する病害です。

（１）イネばか苗病

［発病条件］
密播、育苗期の高温・多湿

（２）もみ枯れ細菌病

［発病条件］
土壌の高 pH

育苗期の高温・多湿

（３）苗立枯細菌病

［発病条件］
育苗期の高温・多湿

希釈濃度 種籾量 4kg 10kg 20kg 40kg

200倍
薬量 40ml 100ml 200ml 400ml

水量 8ℓ 20ℓ 40ℓ 80ℓ

浸漬時の水量と使用薬液
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JA千葉中央会　県下統一広報


